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熱分析 ー⾼分⼦材料の役⽴つ解析事例

株式会社島津製作所分析計測事業部
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はじめに

 熱分析装置は何をする装置︖
物質の温度を⼀定のプログラムによって変化させながら、その物質の
ある物理的性質を温度の関数として測定する⼀連の技法の総称
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 どのような装置がある︖

物質

加熱

冷却

熱量変化熱量変化

Differential Scanning Calorimeter

重量変化重量変化

Thermo Gravimetric Analyzer

⻑さ変化⻑さ変化

Thermo Mechanical Analyzer

気体発⽣気体発⽣

Evolved Gas Analyzer

DSCDSC

TGATGA TG-DTATG-DTA

TMATMA

EGAEGA

熱分析の分類
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ご紹介内容

１．プラスチックの熱処理時間による特性の違い

２．プラスチックの配合⽐による特性の違い

３．プラスチックのUV照射による変化

４．熱履歴の推定（熱処理温度）

５．熱履歴の推定（熱処理時間）
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１．プラスチックの熱処理時間による特性の違い

⽰差⾛査熱量計 精密万能試験機オートグラフ精密万能試験機オートグラフ

プラスチック硬さ測定アナライザープラスチック硬さ測定アナライザー

PLA樹脂

DSC-60 Plus

DUH-210

AGX-V
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50.00 100.00 150.00 200.00
Temp [ﾟC]

-10.00

0.00

mW
DSC
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55.96ﾟC
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未処理品

アニール品

未処理品 2nd run

アニール品 2nd run

１．プラスチックの熱処理時間による特性の違い

PLA樹脂の未処理品とアニール品のDSC曲線
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アニール時間
(min)

引張強さ
(Mpa)

弾性率
(MPa)

破断伸び
(%)

0 70.93 3801.47 3.20

30 71.80 4240.93 2.15

AGX-V 測定結果
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１．プラスチックの熱処理時間による特性の違い
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DUH-210
測定結果

測定条件
試験機 プラスチック硬さ測定アナライザー

DUH-210

試験機モード 負荷・除荷試験
試験⼒ (mN) 500

負荷 / 除荷時間 (sec) 30

保持時間 (sec) 40

221.49

277.6
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it
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１．プラスチックの熱処理時間による特性の違い
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ご紹介内容

１．プラスチックの熱処理時間による特性の違い

２．プラスチックの配合⽐による特性の違い

３．プラスチックのUV照射による変化

４．熱履歴の推定（熱処理温度）

５．熱履歴の推定（熱処理時間）

① ③ ⑤

フーリエ変換⾚外分光光度計フーリエ変換⾚外分光光度計

⽰差⾛査熱量計

DSC-60 Plus

IR Tracer-100

精密万能試験機オートグラフ精密万能試験機オートグラフ

AGX-V

２．プラスチックの配合⽐による特性の違い

PC/ABS樹脂

紫外可視分光光度計紫外可視分光光度計

10UV-2600i
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配合⽐が異なるPC/ABS樹脂の
⾚外スペクトル
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２．プラスチックの配合⽐による特性の違い

配合⽐が異なるPC/ABS樹脂の⾚外スペクトル
（1770cm-1付近拡⼤）
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波長(nm)
380.0 500.0 600.0 700.0 780.0

反
射

率
(
%
)

70.00

60.00

50.00

40.00

30.00

20.00

PC : ABS ⻩⾊度
25 : 75 20.52

50 : 50 12.99

75 : 25 8.48

２．プラスチックの配合⽐による特性の違い

UV-2600i

PC/ABSの反射スペクトル

測定結果

PC/ABS 25:75

PC/ABS 50:50

PC/ABS 75:25

PC/ABS樹脂
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PC : ABS 引張強さ
(MPa)

弾性率
(MPa)

破断伸び
(%)

25 : 75 49.16 2440.44 17.29

50 : 50 53.90 2492.45 71.75

75 : 25 58.23 2496.82 111.60

測定結果
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AGX-V

２．プラスチックの配合⽐による特性の違い
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２．プラスチックの配合⽐による特性の違い

TG1

TG2
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ご紹介内容

１．プラスチックの熱処理時間による特性の違い

２．プラスチックの配合⽐による特性の違い

３．プラスチックのUV照射による変化

４．熱履歴の推定（熱処理温度）

５．熱履歴の推定（熱処理時間）

UV照射0hUV照射550h

⽰差熱・熱重量同時測定装置⽰差熱・熱重量同時測定装置⽰差⾛査熱量計

DSC-60 Plus DTG-60

IR Spirit

フーリエ変換⾚外分光光度計フーリエ変換⾚外分光光度計

３．プラスチックのUV照射による変化

PP

16
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３．プラスチックのUV照射による変化

UV照射時間の異なるPPのDSC曲線
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ポリプロピレン, 紫外線照射:岩崎電気製超促進耐候性試験機(SUV-W262/161) , 光源:メタルハライドランプ(1

O-H

C=O
C-O-C

３．プラスチックのUV照射による変化

紫外線照射時間の異なるPPの⾚外スペクトル
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３．プラスチックのUV照射による変化
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UV照射時間の異なるPPのTG-DTA曲線
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３．プラスチックのUV照射による変化
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未照射のPPと100時間照射のPPの酸化誘導時間(OIT)測定の結果

UV未照射 UV100時間照射
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ご紹介内容

１．プラスチックの熱処理時間による特性の違い

２．プラスチックの配合⽐による特性の違い

３．プラスチックのUV照射による変化

４．熱履歴の推定（熱処理温度）

５．熱履歴の推定（熱処理時間）
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バージンPPのDSC曲線

４．熱履歴の推定（熱処理温度）
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50.00 100.00 150.00 200.00
Temp [ﾟC]

-5.00

0.00

mW
DSC

110.74ﾟC

110℃10分熱処理したPPのDSC曲線

４．熱履歴の推定（熱処理温度）
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各温度で熱処理を⾏ったPPのDSC曲線

４．熱履歴の推定（熱処理温度）
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熱処理温度とDSCオンセット温度との関係

４．熱履歴の推定（熱処理温度）
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４．熱履歴の推定（熱処理温度）
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80℃ で10分間熱処理したHDPEのDSC曲線と微分曲線

４．熱履歴の推定（熱処理温度）
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各温度で熱処理を行ったHDPEのDSCの微分曲線

４．熱履歴の推定（熱処理温度）
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熱処理温度とDSCの微分曲線の立ち上がり温度との関係
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４．熱履歴の推定（熱処理温度）
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ご紹介内容

１．プラスチックの熱処理時間による特性の違い

２．プラスチックの配合⽐による特性の違い

３．プラスチックのUV照射による変化

４．熱履歴の推定（熱処理温度）

５．熱履歴の推定（熱処理時間）
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熱処理時間を変えたHDPEのDSCの微分曲線

５．熱履歴の推定（熱処理時間）
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80℃における熱処理時間とDSCの微分曲線のピークトップ温度の関係
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５．熱履歴の推定（熱処理時間）
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最後に

ご清聴ありがとうございました


